





　長年にわたって大学の入学事務局（The Office of Admissions） の職員たちは伝統的なス














“Colleges Oﬀer Applicants New Ways to Get Early Answers"
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―





















































































































































































（Copyright 2010. The Chronicle of Higher Education. Translated and reprinted with 
permission.）
訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニク
ル』に掲載された記事の翻訳である。筆者はエリック・フーヴァー氏とベッキー・スピア
ノ氏である。
　今回取り上げたのはアメリカの大学における学生選抜方法である。アメリカでは日本の
ように個々の大学が入学試験をすることはない。アメリカでは入学事務局という専門の部
署があり，そこの専門職員が書類審査による合否判定を行う。合否判定の資料としては高
校の学業成績と席次，全国共通学力テスト（SATやACT）の成績，特技，エッセイ，推薦
状等がある。その中で特に重要視されるのは学力に関する資料である。
　入学事務局には学生選抜の他にもいくつかの重要な役割がある。その内最も重要なのが
学生の勧誘である。アメリカではある大学に関心を持つ高校生はその大学の入学事務局に
登録することができる。このような登録制度によって入学事務局は潜在的な志願者のリス
トを持つことができる。そのようなリストに基づいて大学は様々なアプローチをすること
になる。電子メールやパンフレットを送ったり，特に優秀な生徒の獲得のためには直接本
人に電話をかけることもある。オープンキャンパス（アメリカではOpen Houseと呼ばれる）
は「キャンパスツアー」という名称で毎日実施している大学もある。誰でも自由に参加で
きるこのツアーは，毎日定時に行われ，入学事務局の職員が30分程度大学の概略を説明し
た後，訓練を受けた学生ガイドがキャンパス内を案内してくれる。学生選抜に関する詳し
い情報はいつでも入学事務局に予約すればそこの職員との面談を通して入手することがで
206
大阪産業大学論集　人文・社会科学編　９
きる。
　アメリカではほとんどの学生は秋学期の始まる 9月に入学する。そのための入学選考は
日本の大学よりもかなり早い時期に行われる。通常は冬に出願して春に合否通知が送られ
るのだが，本稿にあるように早期出願制度が広まっている。高校生が最上級生になる前に
出願するなど日本の大学では考えられないことである。今後このような早期出願制度はま
すますエスカレートすることが予想される。
　日本では，特に私立大学においては夏以降，多種多様な推薦入試を皮切りとして長期に
わたって入試が続く。日本でもアメリカのように年 7回実施され，しかも何度受験しても
いいSATのような全国共通学力テストが実施されれば，そのスコアを他の出願書類と共
に提出させることによって学力審査が容易にできる。そうなれば各大学が毎年膨大な時間
とエネルギーを費やしている入試問題作成が不要となる。このような入試がいつの日か実
現することを期待したい。
